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はじめに

このガイドでは、WebLogicのドメインおよびテンプレートの作成時にpackやunpackコマンドを使用する方法について説明します。


対象読者

このガイドは、Oracle Fusion Middlewareの管理者向けです。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

このガイドに記載されているドキュメントは、Oracle Technology Network(http://www.oracle.com/technology)で参照できます。







1 PackおよびUnpackコマンドの概要


packおよびunpackコマンドを使用すると、コマンド・ラインからWebLogicドメインやテンプレートを簡単に1つの手順で作成できます。packおよびunpackコマンドは、製品のインストール・ディレクトリの\common\binサブディレクトリにあります。




	
注意:

ただし、これらのコマンドを使用して、他のツールと同じようにWebLogicドメインやテンプレートのコンテンツをカスタマイズすることはできません。

packおよびunpackコマンドの他に、構成ウィザード、ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはWebLogicスクリプト・ツールを使用して、WebLogicドメインおよびテンプレートを作成できます。









packコマンドを使用して以下の種類のテンプレートを作成します。作成したテンプレートを使用し、unpackコマンドを使用してテンプレートを作成できます。

	
ドメイン・テンプレート: WebLogicドメイン内のすべてのリソースを定義するテンプレートです。これには、インフラストラクチャ・コンポーネント、アプリケーション、サービス、セキュリティ・オプション、一般的な環境とオペレーティング・システムのオプションが含まれます。ドメイン・テンプレートは、新しいWebLogicドメインのベースとして使用することができます。


	
管理対象サーバー・テンプレート: このタイプのテンプレートは、リモート・マシンに管理対象サーバー・ドメインのディレクトリを作成するために必要なWebLogicドメイン内のリソースのサブセットを定義します。管理対象サーバー・テンプレートは、packコマンドと-managed=trueオプションを使用して作成できます。

その後、unpackコマンドを指定して管理対象サーバー・テンプレートを使用すると、リモート・マシンで管理対象サーバーを起動するための十分なブートストラップ情報が含まれた管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリが作成されます。リモート・マシンで管理対象サーバーを起動するには、ノード・マネージャを使用するか、リモート・マシンでテンプレートをアンパックするときに作成したカスタマイズ起動スクリプトを使用できます。






1.1 Packコマンドの概要

packコマンドは、1つの簡単なステップでコマンド・ラインからテンプレートを作成する代替的な手段を提供します。packコマンドを使用して、ドメイン・テンプレート・ビルダーと同じようにテンプレートのコンテンツをカスタマイズすることはできませんが、このツールは以下のようなタスクを素早く実行する場合に役立ちます。

	
WebLogicドメイン全体のスナップショットを含むドメイン・テンプレートの作成。

このテンプレートは、unpackコマンド、構成ウィザードまたはWLSTを使用して作成される新しいWebLogicドメインのベースとして使用することができます。


	
リモート・マシンに管理対象サーバー・ドメインのディレクトリ階層を作成するために必要な、WebLogicドメイン内のファイルのサブセットを含む管理対象サーバー・テンプレートの作成。

unpackコマンドを使用して、リモート・マシンに管理対象サーバーのドメイン・ディレクトリを作成できます。









1.2 Unpackコマンドの概要

unpackコマンドでは、テンプレートに定義されたデフォルトの設定を使用して、既存テンプレートからワンステップで素早くWebLogicドメインを作成できます。WebLogicドメインを作成する場合、unpackでは、構成ウィザードやWLSTと同様のカスタマイズ・オプションは提供されません。ただし、ドメイン・テンプレートでunpackコマンドを使用すると、以下の操作が可能です。

	
テンプレートに定義されているデフォルトの管理ユーザーのパスワードを変更します。


	
デフォルトの管理ユーザーのパスワードがテンプレートにすでに指定されている場合に、管理ユーザーを追加します。


	
WebLogicドメインのJDKと起動モードを指定します。


	
アプリケーション・ディレクトリがテンプレートによってサポートされている場合、そのディレクトリを指定します。




unpackを使用して、packコマンドで作成された管理対象サーバー・テンプレートに基づいて管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリを作成することもできます。管理対象サーバーでは、管理サーバーで定義された設定が使用されるため、JDKまたは起動モードの変更、管理ユーザーの追加、または管理者パスワードの変更はできません。




	
注意:

unpackを使用してWebLogicドメインを拡張することはできません。

















2 packおよびunpackコマンド・リファレンス

この章では、packおよびunpackコマンドの目的、構文およびパラメータを説明します。



2.1 packコマンド

packは、WebLogicドメイン全体またはWebLogicドメインのサブセットのスナップショットを含むテンプレート(.jarアーカイブ・ファイル)を作成するコマンドです。WebLogicドメインのサブセットを含むテンプレートを使用して、リモート・マシン上に管理対象サーバー・ドメインのディレクトリ階層を作成できます。

表2-1は、packコマンドを使用して作成したテンプレートに含まれるファイルとディレクトリを説明しています。


表2-1 packコマンドを使用して作成されたテンプレートに含まれるファイルおよびディレクトリ

	テンプレート・タイプ	ファイルとディレクトリ
	
ドメイン

	
次の例外を含めて、ソースWebLogicドメインのすべてのファイルとディレクトリが組み込まれます。

	
サーバーの起動時に作成される一時ファイル


	
サーバー・ディレクトリ


	
WebLogicドメインの作成時に自動的に作成されるセキュリティ・ディレクトリ内のファイル。DefaultAuthenticatorInit.ldiftおよびXACMLRoleMapperInit.ldiftなど。




WebLogic Server管理コンソールまたはその他のオンライン・ツールを使用して、ユーザー、グループ、ロールなどの追加のセキュリティ・データを構成した場合、そのセキュリティ・データはLDAPサーバーに格納されており、テンプレートには組み込まれません。最初にデータをエクスポートしてからターゲットWebLogicドメインにインポートする必要があります。


	
管理対象サーバー

	
次のファイルとディレクトリは、デフォルトで組み込まれます。

	
次の拡張子を持つ、ルート・ディレクトリのすべてのファイル: .cmd、.sh、.xml、.propertiesおよび.ini。


	
WebLogicドメインのSSL構成に定義されている、拡張子.pemを持つファイル


	
config.xmlを除き、configディレクトリにあるすべてのファイルとサブディレクトリ


	
binディレクトリ


	
libディレクトリ




次のファイルとディレクトリは、デフォルトでは管理対象サーバー・テンプレートに組み込まれません。

	
アプリケーションと特定のアプリケーション初期化ファイル


	
config.xml


	
サーバーの起動時に作成される一時ファイル


	
サーバー・ディレクトリ


	
WebLogicドメインの作成時に自動的に作成されるセキュリティ・ディレクトリ内のファイル。DefaultAuthenticatorInit.ldiftおよびXACMLRoleMapperInit.ldiftなど。




テンプレート作成元のWebLogicドメインのconfig.xmlファイルには、ターゲットのリモート・マシンのIPアドレスとポートを指定する管理対象サーバー定義が含まれている必要があります。そのWebLogicドメインから作成する管理対象サーバー・テンプレートは、unpackコマンドを使用して、指定されたリモート・マシン上にconfig.xmlファイルに定義されている管理対象サーバーの管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリを作成するために使用できます。










2.1.1 packコマンドの構文

pack -domain=domain -template=template -template_name="template_name" [-template_author="author"][-template_desc="description"] [-managed=true|false] [-log=log_file] [-log_priority=log_priority]






2.1.2 packコマンドのパラメータ

表2-2は、packコマンドのパラメータ一覧です。


表2-2 packコマンドのパラメータ

	パラメータ	必須/オプション	説明
	
-domain=domain

	
必須

	
テンプレートの作成元WebLogicドメインの絶対または相対パス。


	
-template=template

	
必須

	
作成されるテンプレートのフル・パスまたは相対パス。テンプレート・ファイル名には、.jar拡張子を含める必要があります。

注: packコマンドは既存のファイルを上書きしません。指定したファイル名が指定フォルダの既存ファイルと一致する場合、packコマンドは失敗します。


	
-template_name="template name"

	
必須

	
テンプレートを表す名前。このパラメータの値にスペースが含まれている場合にのみ、引用符で囲む必要があります。


	
-template_author="author"

	
オプション

	
テンプレートの作成者の名前。このパラメータの値にスペースが含まれている場合にのみ、引用符で囲む必要があります。


	
-template_desc="description"

	
オプション

	
テンプレートの説明。このパラメータの値にスペースが含まれている場合にのみ、引用符で囲む必要があります。


	
-managed=true|false

	
オプション

	
リモート・マシンに管理対象サーバーを作成するためにテンプレートを使用するかどうかを指定します。デフォルトはfalseです。このパラメータがtrueに設定されているときは、SerializedSystemIni.datおよびnm_password.propertiesなどの最小限のファイルを含む管理対象サーバー・テンプレートが作成されます。管理対象サーバー・テンプレートの一意のdomain.propertiesファイルも含みます。アプリケーションと特定のアプリケーション初期化ファイルを含みません。結果のテンプレートは、リモート・マシン上に管理対象サーバーを作成するために使用できます。


	
-log=log_file

	
オプション

	
ログ・ファイルの名前。


	
-log_priority=log_priority

	
オプション

	
ログ・ファイルの優先度の設定。log4j優先度文字列を使用します。

有効なlog4j優先度文字列は、debug、info、warn、error、fatalです。優先度文字列の値は、Levelクラスで定義されたレベルに対応します。詳細については、http://logging.apache.org/log4j/1.2/apidocs/org/apache/log4j/Level.htmlを参照してください。












2.1.3 packコマンドの例

C:\oracle\user_projects\domainsディレクトリに配置するmydomainという既存のWebLogicドメインを元にテンプレートJARファイルを作成するには、次のコマンドを実行します。

pack -domain=C:\oracle\user_projects\domains\mydomain -template=C:\oracle\user_templates\mydomain.jar -template_name="My WebLogic Domain"

mydomain.jarというテンプレートが、C:\oracle\user_templatesディレクトリに作成されます。テンプレートの名前は、My WebLogic Domainです。








2.2 unpackコマンド

unpackコマンドは、リモート・マシンの管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリに使用されるフルWebLogicドメインまたはドメインのサブセットを作成します。

unpackは、現在のインストール内容と互換性のあるテンプレートのみと併用してください。以下のものをテンプレートとして使用できます。

	
現在のインストールとパッケージ化されたドメイン・テンプレート


	
ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはWLSTを使用して作成されたドメイン・テンプレート


	
packコマンドを使用して作成されたドメイン・テンプレート


	
packコマンドを使用して作成された管理対象サーバー・テンプレート




ドメイン・テンプレートでunpackコマンドを使用すると、テンプレートに定義されているアプリケーション・ファイルとリソース・ファイルすべてを含むWebLogicドメインが作成されます。また、起動スクリプトおよび特定のセキュリティ・ファイルと構成ファイルも作成されます。




	
注意:

ソース・ドメインは、ドメイン用に定義した管理者ユーザー名と管理者パスワードの両方を持つ必要があります。そうでない場合、unpackコマンドの実行時にはエラーが表示されます。









管理対象サーバー・テンプレートでunpackコマンドを使用すると、以下を含む管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリが作成されます。

	
WebLogicドメイン内の各管理対象サーバー用にカスタマイズされた起動スクリプト


	
config_bootstrap.xmlファイル(テンプレート内のconfig.xmlに基づく)


	
nm_password.propertiesファイル


	
SerializedSystemIni.datファイル




管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリのエントリは、NM_HOME/nodemanager.domainsファイルにも作成されます。NM_HOMEは、リモート・マシン上の製品インストール・ディレクトリのためのノード・マネージャのインストール・ディレクトリです。デフォルトでは、このディレクトリがWLS_HOME/common/nodemanagerに存在しています。




	
注意:

デフォルトでは、アプリケーション・ファイルはpackコマンドを使用して作成された管理対象サーバー・テンプレートには含まれません。管理対象サーバー・テンプレートの作成元のWebLogicドメインにアプリケーションが、external_stageモードによりデプロイされた場合、unpackコマンドを使用して作成する管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリには、外部でステージングされたアプリケーションは一切含まれません。管理対象サーバーを起動する前に、外部でステージングされたアプリケーション・ファイルにアクセス可能であることを確認する必要があります。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のステージング・モードでのデプロイメント・ファイルのコピーの制御に関する項を参照してください。











2.2.1 unpackコマンドの構文

unpack -template=template -domain=domain [-user_name=username] [-password=password] [-app_dir=application_directory] [-java_home=java_home_directory] [-server_start_mode=dev|prod] [-log=log_file] [-log_priority=log_priority] [-overwrite_domain]






2.2.2 unpackコマンドのパラメータ

表2-3は、packコマンドで使用可能なパラメータの一覧です。


表2-3 unpackコマンドのパラメータ

	パラメータ	必須/オプション	説明
	
-template=template

	
必須

	
WebLogicドメインの作成元テンプレートのフル・パスまたは相対パスおよびファイル名。


	
-domain=domain

	
必須

	
作成するWebLogicドメインの絶対または相対パス。


	
-user_name=username -password=password

	
オプション

	
テンプレートに現在定義されているデフォルトの管理者のユーザー名とパスワード。このユーザー名とパスワードの組合せは、管理サーバーの起動および管理サーバーとの接続に使用されます。デフォルトの管理者に新しいパスワードを指定した場合、パスワードは指定した値にリセットされます。

注: デフォルトの管理者のパスワードがテンプレートに定義されていない場合は、指定する必要があります。

管理ユーザーがテンプレートに定義されていない場合は、-user_nameと-passwordパラメータを指定して新しいデフォルトの管理者を作成できます。

デフォルトの管理者とパスワードが現在テンプレートに定義されている場合は、-user_nameと-passwordパラメータを指定して新しい管理ユーザーを追加できます。

値は、カンマ、タブまたは次のリストの文字を含んではなりません: < > # | & ? ( ) { }。ユーザー名では、大文字と小文字が区別されます。

有効なパスワードは8文字以上の文字列で、大文字と小文字が区別されます。unpackコマンドではパスワード値が暗号化されます。

注意: これらのパラメータは、管理対象サーバー・テンプレートを使用してWebLogicドメインを作成する場合には使用できません。


	
-app_dir=application_directory

	
オプション

	
テンプレートに定義されているアプリケーションを格納するために使用するディレクトリのフルパス。

このパラメータは、テンプレートが個別のアプリケーション・ディレクトリをサポートしている場合にのみ使用できます。


	
-java_home=java_home_directory

	
オプション

	
Javaホーム・ディレクトリのフルパス。設定した場合は、WebLogicドメインの管理サーバーによって使用されるデフォルトのJVMが識別されます。

このパラメータは、管理対象サーバー・テンプレートを基にWebLogicドメインを作成する場合には使用できません。


	
-server_start_mode=dev|prod

	
オプション

	
管理サーバーの起動モード(開発または本番)。

このパラメータは、管理対象サーバー・テンプレートを使用してWebLogicドメインを作成する場合には使用できません。

devモードを指定した場合、boot.propertiesファイルがドメインに対して作成されます。

prodモードを指定した場合、boot.propertiesファイルがドメインに対して作成されません。


	
-log=log_file

	
オプション

	
ログ・ファイルの名前。


	
-log_priority=log_priority

	
オプション

	
ログ・ファイルの優先度の設定。log4j優先度文字列を使用します。

有効なlog4j優先度文字列は、debug、info、warn、error、fatalです。優先度文字列の値は、Levelクラスで定義されたレベルに対応します。詳細については、http://logging.apache.org/log4j/1.2/apidocs/org/apache/log4j/Level.htmlを参照してください。


	
overwrite_domain

	
オプション

	
指定したドメイン・ディレクトリがすでに存在すると、空でないと、その影響の警告は表示されません、およびディレクトリにあるファイルが自動的に上書きされます。ローカル・カスタマイズのマージまたは保持は試行されません。

注意: ドメイン生成を開始した後システム・エラーが発生した場合に、ドメイン・ディレクトリは不明な状態にあります。












2.2.3 unpackコマンドの例

C:\oracle\user_templatesディレクトリにあるmydomain.jarテンプレートを使用してC:\oracle\user_projects\domainsディレクトリにmynewdomainというWebLogicドメインを作成するには、次のコマンドを実行します。

unpack -template=C:\oracle\user_templates\mydomain.jar -domain=C:\oracle\user_projects\domains\mynewdomain











3 リモート・マシンでの管理対象サーバーの作成および起動


この章では、packおよびunpackコマンドを使用してリモート・マシンで管理対象サーバーを作成および起動する方法について説明します。

一部のWebLogicドメインで、WebLogicドメインの管理サーバーからリモートのマシンで管理対象サーバーを実行することが必要な場合があります。これを行うには、以下の手順に従います。

	
packコマンドを使用して管理対象サーバー・テンプレートを作成します。デフォルトでは、管理対象サーバー・テンプレートには、リモート・マシンで管理対象サーバーの作成に必要なファイルのみが含まれます。

詳細は、3.1項「管理対象サーバー・テンプレートの作成」を参照してください。


	
リモート・マシンに管理対象サーバー・テンプレートをコピーして復元し、管理対象サーバー・ドメイン・ディレクトリを作成します。

詳細は、3.2項「リモート・マシンでの管理対象サーバーの作成」を参照してください。


	
リモート・マシンの管理対象サーバーを起動します。

詳細は、3.3項「リモート・マシンでの管理対象サーバーの起動」を参照してください。






3.1 管理対象サーバー・テンプレートの作成

管理対象サーバー・テンプレートを作成するには、1つ以上の管理対象サーバーが定義され、管理対象サーバーの定義がconfig.xmlファイルに記述された既存WebLogicドメインでpackコマンドを実行します。

	
ローカル・マシン(管理サーバー、および管理対象サーバーの定義を含むマシン)のコマンド・ラインで、MW_HOME\wlserver_10.3\common\binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行します。

pack -managed=true -domain=domain -template=template.jar -template_name="template_name"

このコマンドでは:

	
domainは、テンプレートの作成元WebLogicドメインの絶対パスまたは相対パスです。


	
template.jarは、テンプレートのフル・パスまたは相対パス、そして作成されるテンプレートのファイル名です。


	
template_nameは、引用符で囲まれたテンプレートを表す名前です。




たとえば、次のコマンドを実行すると、mydomainというWebLogicドメインから、mydomain_managed.jarという管理対象サーバー・テンプレートが作成されます。

pack -managed=true -domain=C:\oracle\user_projects\domains\mydomain -template=C:\oracle\user_templates\mydomain_managed.jar -template_name="My Managed Server Domain"









3.2 リモート・マシンでの管理対象サーバーの作成

	
WebLogicドメインの管理対象サーバーをホストするマシンにWebLogic Serverをインストールします。




	
注意:

WebLogicドメイン内のすべてのWebLogic Serverインスタンスで、同じバージョンのWebLogic Serverソフトウェアを実行する必要があります。WebLogic Serverのインストールの詳細は、Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドを参照してください。










	
リモート・マシンとのセッションを確立します。そのためには、Telnetなどの任意の有効なメソッドを使用できます。

リモート・マシンのIPアドレスおよびポート番号は、管理対象サーバー・テンプレートで指定した管理対象サーバーの定義と一致する必要があります。


	
リモート・マシンに管理対象サーバー・テンプレートをコピーします。


	
リモート・マシンで、WLS_HOME\common\binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行します。

unpack -domain=domain -template=template.jar

このコマンドでは:

	
domainは、作成するドメインのフル・パスまたは相対パスです。


	
template.jarは、手順3でマシンにコピーした管理対象サーバーのフル・パスまたは相対パスです。




たとえば、次のコマンドでは、myManagedDomainというWebLogicドメインが作成されます。

unpack -domain=C:\oracle\user_projects\domains\myManagedDomain -template=C:\oracle\user_templates\mydomain_managed.jar









3.3 リモート・マシンでの管理対象サーバーの起動

unpackコマンドを使用して管理対象サーバーのWebLogicドメイン・ディレクトリを作成すると、そのディレクトリには、現在のリモート・マシンをターゲットとする各管理対象サーバーのカスタム起動スクリプトが含まれます。

たとえば、my_managed_server1およびmy_managed_server2という2つの管理対象サーバーを含むWebLogicドメインを作成し、サーバーをマシンm1にターゲット指定した場合は、マシンm1に管理対象サーバー・ドメインのディレクトリを作成したときに、startmy_managed_server1.cmd、startmy_managed_server1.sh、startmy_managed_server2.cmdおよびstartmy_managed_server2.shという4つのカスタム起動スクリプトが作成されます。これらのスクリプトを使用して、対応する管理対象サーバーを起動できます。あるいは、startManagedWebLogicスクリプトを必要なパラメータと共に使用することもできます。

	
サーバーの起動と停止の項に示された手順に従って、WebLogicドメインの管理サーバーを起動します。


	
リモート・マシンで、「3.2 リモート・マシンでの管理対象サーバーの作成」で作成したWebLogicドメインのディレクトリに移動します。


	
リモート・マシンの管理対象サーバーを起動します。

	
WindowsシステムのDOSプロンプトで、以下のいずれかのコマンドを実行します。

startmy_managed_server

startManagedWebLogic my_managed_server admin-url


	
UNIXの場合、以下のいずれかのコマンドを実行します。

./startmy_managed_server.sh

./startManagedWebLogic.sh my_managed_server admin-url




上記のコマンドで、my_managed_serverは起動する管理対象サーバーの名前、admin-urlは管理サーバーをホストするマシンのリスニング・アドレス(ホスト名またはIPアドレス)およびポート番号です。必要に応じて、startManagedWebLogic_Readme.txtファイルに提供された、WebLogicドメインのすべての管理対象サーバーおよびadmin-urlのリストを参照してください。







	
注意:

管理対象サーバーは、ノード・マネージャを使用して起動することもできます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』を参照してください。
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